
 

 

 

11 月 15 日、第 3 回志筑・新治・七会・上佐谷統合小

学校統合委員会を開催。千代田中学校へ小学校を併

設した場合の事業費や整備手法など、各委員が地域で

意見を聞くために提示する資料について検討し決定しま

した。今後、各地域でまとめた意見を持ち寄り、来年 1

月 15 日に委員会を開催することとしました。 

 

新校の施設整備計画を再検討 

地域による意見集約へ 

志筑小学校、新治小学校、七会小学校、上佐谷小学

校の統合については、市が平成25年3月に策定した小

中学校適正規模化実施計画では、新校の位置を志筑

小学校とし、教室の増築など施設整備を行うこととして

いました。 

現計画イメージ 

 

 

 

 

同計画は、市教育委員会が、市学区審議会の答申を

踏まえて案を作成。志筑小学校については、統合後の

学区が南北に長くなることから、概ねその中心となる場

所に新たな小学校を置くことが最も望ましいものの、志

筑小学校が平成 23 年 9 月に新耐震基準に基づいて開

校した校舎であることから、新校として選定したもので

す。 

しかし、本年度、区長等の地域代表と PTA の代表、

学校長で組織する、志筑・七会・新治・上佐谷統合小学

校統合委員会で、志筑小学校の増築計画を協議する中

で、新校を志筑小学校とすることに対する反対意見や、

千代田中学校の敷地に新校を整備する意見、統合計画

の周知不足を指摘する意見などが出されました。 

これらを受けて市長の提案により、地域の皆様が後

悔することがないよう、現在、学校施設の整備に見込ま

れる事業費を踏まえて、千代田中学校の敷地に新校を

設置する対案を作成し、比較検討により地域の意見を

まとめていただくこととなっていたものです。本号では、

その資料の要点をお伝えします。 

見直し案イメージ 

 

協議第１号 施設整備基本計画 

 

志筑・新治・七会・上佐谷小 

志筑・新治・七会・上佐谷統合小学校 

新校の位置を比較検討へ 

志筑・新治・七会・上佐谷統合小学校統合委員会では、志筑小学校を新校の位置とする現在の計画と、千代

田中学校へ小学校を併設した場合とを比較して、それぞれの地域の意見をまとめることとしました。南・北統合

中学校統合委員会では、校章の選定と併せ、スクールバスや通学路について継続して協議を行いました。 
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第 6 号 平成 25 年 12 月 4 日 

志筑小：統合小学校 

上佐谷小 

七会小 

新治小 千代田中 

千代田中：統合小学校 

上佐谷小 

七会小 新治小 

志筑小 

志筑小建設にかかる 

補助金等の扱いを検証 

志筑小学校を新校として使用しない場合に、これまで

交付を受けた国庫補助金の返還や、市が借り入れた合

併特例債の償還に対する支援（地方交付税算入）の打

ち切りなど、市の財政負担を発生させないためには、一

定の条件を満たさなければなりません。 

条件１ 志筑小学校から移転する統合校（千代田中

学校に併設）を国庫補助事業で整備。 

条件２ 廃校とする志筑小学校を市の公共施設とし

て利用。 

・志筑小学校整備にかかる財源 

財 源 区 分 事業費（千円） 

国 庫 補 助 金 438,497 

市     債 982,000 

教育施設整備基金 69,017 

一 般 財 源 211,132 

総 事 業 費 1,700,646 
 

・合併特例債にかかる支援措置 

 

 

 

 

 

以上のように、志筑小学校建設にかかる国庫補助金

の返還や合併特例債の元利償還金に対する地方交付

税措置の打ち切りによる財政負担は、合わせて約 11億

円と試算されます。このような負担を発生させないため

に、学校統合により志筑小学校を廃校とする場合、千代

田公民館として利用することが考えられます。千代田公

民館を同規模で改築した場合の費用は、約 5億 6千万 

 

円と試算しています。 

 

 

 

 

 

校章最終案を選定 

校章については、応募された９２点の中から統合委員

及びデザインの専門家により最終の１点を選定しました。

選定されたデザインは、専門家によって補正等が行われ、

新中学校の校章となります。 

 

 

運行開始に向けた調整続く 

スクールバスの運行について、利用希望者の確認方

法やバス利用者の登校班編制方法などを協議しました。

引き続き協議を行うこととします。 

 

 

通学路の協議を継続 

 霞ヶ浦中学校の生徒が利用する通学路について、運

営検討委員会での協議結果の報告を受けました。引き

続き協議を行うこととします。 

 

 

帆引き船模型づくりで 

生徒が交流を深める 

 １１月１２日、南・北中学校の２年生１２６人が参加して、

立志行事を兼ねた交流事業として、帆引き船模型づくり

を行いました。当日は、帆引き船まつり実行委員会や地

元の大工さん、南中学校第８回卒業生の方々の協力の

もと、生徒が４人１組に分かれ、協力しながら、模型づく

りに取り組み、交流を深めました。 

区   分 金 額（千円） 

借 入 額 849,000 

元利償還金 998,993 

交付税算入額 699,295 

市実質負担額 299,698 

協議第１２号 交流事業 

 

協議第８号 通学路 

 

協議第７号 スクールバス 

 

協議第３号 校章 

 

南・北統合中 

学校統合についてのご意見は、教育委員会学校教育課まで。連絡先は 1面に掲載しています。 4 



【現計画】新校の位置：志筑小学校 

現計画の 

ポイント 

・志筑小学校に普通教室棟を増築。 
増築可能なスペースがあるため、既存校舎と同じく鉄筋コンクレート造により

普通教室のみを増築。スクールバスの乗降場を整備。 
・千代田中学校の給食室を新築。 
千代田中学区の全小学校分も調理するためのスペース不足及び老朽化を解消。 

・千代田中学校の校舎を大規模改造 
老朽化した施設の改修と設備の更新 ※統合整備とは別事業 

全体整備 

概要 

志筑小学校 増築工事 ··············· 不足教室分の増築 
志筑小学校 外構整備工事 ········· バス乗降場の整備 
千代田中学校 給食室改築工事 ··· 千代田地区小中学校分の給食室の整備 
千代田中学校 大規模改造工事 ··· 老朽化した校舎の改修工事  

建物概要 

(増築部分) 

【構 造】 鉄筋コンクリート造 

【階 数】 ２階建 

【床面積】 ７２０㎡程度（普通教室 5室・特別支援教室３室） 

建物 

ﾚｲｱｳﾄ図 

 

 

 

 

 

 

 

建設整備費 

統合に係る実施設計業務費（志筑小・千代田中）  24,700千円 

志筑小学校 増築工事費 221,680千円 

志筑小学校 外構整備工事費 63,720千円 

千代田中学校 給食室改築工事費 260,000千円 

統合に係る監理業務委託費（志筑小・千代田中） 11,200千円 

千代田中学校 大規模改造工事実施設計・監理業務 20,900千円 

千代田中学校 大規模改造工事 354,500千円 

【 合  計  】 956,700千円 

整備 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

平成２６年度  実施設計業務 

平成２７年度  志筑小学校増築工事、千代田中学校給食室改築工事 

平成２８年度  統合小学校 開校予定 

平成２９年度  千代田中学校 大規模改造工事 
 

見直し案１ 

ポイント 

・順次、工事を実施するため、工事期間が長くなり、平成３０年度開校。 

・事業費は、増築校舎が軽量鉄骨造の場合、志筑小学校への増築と同程度。 

見直し案２ 

ポイント 

・仮設校舎を利用するため、工事期間が短くなり、平成２９年度開校。 

・事業費は、増築校舎が軽量鉄骨造の場合、現計画よりも１億１千５百万円の増。 

見直し案３ 

ポイント 

・小学校棟を新築するため、工事期間が短くなり、平成２９年度開校。 

・事業費は、軽量鉄骨造の場合でも、現計画より３億円の増。 

 

既存校舎 

既存校舎東側に不足する教室

分を校庭側に増築 

不足教室増築 
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【見直し案】新校の位置：千代田中学校 

見直し案の 

ポイント 

・千代田中学校の校舎を改修し小学校教室を増築。（又は、敷地内に小学校を新築） 
千代田中学校の余裕教室を小学校教室に転用するため、教室の改修や階段の架け

替えを実施。不足分の小学校教室を増築し、渡り廊下で結合。併せて、老朽化し

た施設の改修と設備の更新 
・千代田中学校の給食室を新築。 
千代田中学区の全小学校分も調理するためのスペース不足及び老朽化を解消。 

全体整備 

概要 

 
見直し案 1 統合小学校増築工事、千代田中学校大規模改造工事 

見直し案 2 統合小学校増築工事、千代田中学校大規模改造工事、仮設校舎建

設工事 

見直し案 3 統合小学校棟新築工事 

※統合に伴う外構整備工事及び給食室改築工事については、どの案でも実施予定。 

建物概要 

（増築部分） 

【構 造】軽量鉄骨造又は重量鉄骨造又は鉄筋コンクリート造 
【階 数】２～３階建（構造によって異なる） 
【床面積】1,280～3,650㎡程度（余裕教室の活用方法及び構造によって異なる） 

建物 

ﾚｲｱｳﾄ図 

【見直し案１・２】                【見直し案３】 

  共有ｴﾘｱ 

（管理） 

   
中学校ｴﾘｱ 

小学校ｴﾘｱ 中学校ｴﾘｱ 

     ※統合に併せて既存校舎の大規模改造が必要 

 

 

            ※見直し案２の場合 

建設整備費 

（単位：千円） 

区分 
見直し案１ 

【増築校舎：仮設校舎無】 

見直し案２ 

【増築校舎：仮設校舎有】 

見直し案３ 

【小学校棟新築】 

軽量鉄骨造  987,000 1,072,000 1,257,000 

重量鉄骨造 1,025,000 1,110,000 1,401,000 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1,188,000 1,273,000 1,907,000 
 

 

 

 

 

整備 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

※左記の表と併せ

て参照願います。 

 
区分 見直し案１ 見直し案２ 見直し案３ 

平成 

２６年度 

実施設計業務 実施設計業務 

仮設校舎建設（引越） 

実施設計業務 

 

２７年度 

教室棟増築工事(不足分)

給食改築工事 

教室棟増築工事(不足分) 

給食室改築工事 

既存校舎大規模改造工事 

小学校棟新築工事 

給食室改築 

２８年度 教室棟増築工事・引越 

既存校舎大規模改造工事 

既存校舎大規模改造工事 小学校棟新築工事 

２９年度 既存校舎大規模改造工事 統合小学校開校 統合小学校開校 

３０年度 統合小学校開校  既存校舎大規模改造工事 

 ※整備ｽｹｼﾞｭｰﾙについては建築する構造によっても異なる。 

 

小学校棟増築

校舎 

小学校棟新築 

 

仮設校舎 
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